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令和 6年度予算見積調書 課室名:

説明事業

農業政策課
担当名: 企画・試験研究調整担当

内線: 4035 (単位：千円)
会計

P8 農業技術研究センター試験研究費（畜産） 一般会
計

農林水
産業費

畜産業
費

項
畜産研究費 農業技術研究センター費

番号 事業名

事 業
期 間

昭和37年度～ 根 拠
法 令

農業改良助長法、地力増進法、土壌汚染防止法、
埼玉県主要農産物種子条例

款

針路 12
分野施策 1202

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

2
2-4

　埼玉畜産業の競争力を強化するため、「埼玉県農林水
産業試験研究推進方針」に基づき、研究開発を行う。

　ア　環境変化に対応した技術の開発  　　3,310千円
　イ　省力、低コスト、高品質生産技術の開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,849千円
　ウ　調査及び受託研究 　　  　　　　  16,348千円

（１）事業内容
　　ア　環境変化に対応した技術の開発　　　　　  3,310千円
　　イ　省力、低コスト、高品質生産技術の開発　  6,849千円
　　ウ　調査及び受託研究　　　　　　　　　　 　16,348千円

（２）事業計画
　　ア　環境変化に対応した技術の開発 　　　　　　　 1課題
　　イ　省力、低コスト、高品質生産技術の開発　　　　3課題
　　ウ　調査及び受託研究　　　　　　　　　　　　　　5課題

（３）事業効果
　　　開発した新技術を普及することで埼玉畜産業の競争力を強化する。
　　　【活動指標(アウトプット)】試験研究課題数　9課題
　　　【成果指標(アウトカム)】成果発表会の開催　1回

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　国立研究開発法人(農研機構等)、都道府県公設試、大学、民間企業や農業者と共同して
　　国庫資金等を活用して研究開発を実施する。
　　　また、農業関係団体、民間企業や農業者から委託を受け、問題解決のための試験研究を行う。

２　事業主体及び負担区分
(団体10/10、県0)
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×25人＝237,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比財産収入 諸 収 入

決定額 26,507 5,710 14,101

前年額 24,351 6,224 10,794 7,333

― 農林部 8 ―

儲かる農林業の推進

6,696 2,156

強みを生かした収益力のある農業の確立



 

事業名

単位事業名 予算額 3,310千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

財産収入・ 2,250 △649 農業技術研究センター
物品売払収入 牛(肥育牛、成牛、子牛)

一般財源 1,060 457

合計 3,310 △192

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 90 △20 現地調査、会議出席旅費等　90千円

需用費 2,523 121 消耗品費　120千円
自動車燃料費、暖房燃料費等　24千円
農業技術研究センター(本所)光熱水費　29千円
農業機械修繕料　100千円
飼料費　1,500千円
医薬材料費　750千円

役務費 597 △293 切手、電話代等　14千円
サンプル分析費、出荷手数料　583千円

　

事業内訳書

農業技術研究センター試験研究費（畜産）

環境変化に対応した技術の開発

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 3,310千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

使用料及び賃借料 50 0 ライセンス使用料　50千円

負担金、補助及び交付金 50 0 学会参加費　50千円

合計 3,310 △192

単位事業名 予算額 6,849千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

財産収入・ 3,460 135 農業技術研究センター
物品売払収入 牛(肥育牛、成牛、子牛)

　

環境変化に対応した技術の開発

主な内容

省力、低コスト、高品質生産技術の開発

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 6,849千円

　
 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 3,389 △876

合計 6,849 △741

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 117 △18 現地調査、会議出席旅費等　117千円

需用費 5,476 △439 消耗品費　772千円
自動車燃料費、暖房燃料費等　63千円
農業技術研究センター(本所)光熱水費　102千円
農業機械修繕料　100千円
飼料費　3,174千円
医薬材料費　1,265千円

役務費 847 △139 切手、電話代等　22千円
サンプル分析費、ワクチン手数料　825千円

備品購入費 339 △145 毛刈枠

負担金、補助及び交付金 70 0 学会参加費  70千円

　

主な内容

主な内容

省力、低コスト、高品質生産技術の開発



 

 

単位事業名 予算額 6,849千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 6,849 △741

単位事業名 予算額 16,348千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

諸収入・ 14,101 3,307 試験研究受託事業収入
畜産業受託事業収入 (一社)日本草地畜産種子協会、ほか３団体から

一般財源 2,247 △218

合計 16,348 3,089

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 445 232 現地調査、会議出席旅費等　445千円

需用費 14,280 1,586 消耗品費　1,908千円
自動車燃料費、暖房燃料費等　315千円
農業技術研究センター(本所)光熱水費　955千円
飼料費　10,015千円

　

主な内容

主な内容

省力、低コスト、高品質生産技術の開発

主な内容

調査研究



 

 

単位事業名 予算額 16,348千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

医薬材料費　1,087千円

役務費 729 377 切手、電話代等　49千円
サンプル分析費、ワクチン手数料　680千円

備品購入費 894 894 フィールドレコーダー
高精度測定マイク
ネットワークカメラ
サーモカメラ

合計 16,348 3,089

調査研究

主な内容


